
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：あふれるかあふれないか、マスや線文図を使っ

て、理由をかきましょう。 

Ｃ：ますを使いました。１ℓは、０．１が１０個分で 

１ℓになるから、０．６に０．３を入れても、 

０．１ℓにはならないので、まだ、０．１ℓ余って 

いるのであふれません。  

Ｃ：ℓますを横にして、０．６ℓのところから、０．３ℓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だけ足したら、０．９ℓになるので１ℓにはなりま 

せん。 

Ｔ：昨日の学習のことが使えましたね。マスを横にし 

ただけで、線分図と同じでしたね。 

Ｃ：まず、０．６ℓと０．３ℓ足します。すると、０． 

１ℓが９つ進んだところなので０．９ℓになりま 

す。 

Ｔ：０．６は、０．１が６こ、０．３は０．１が３こ 

合わせて０．１が９こ、０．９ℓだからあふれな 

い。 

 

Ｔ：次の問題。ジュースがペットボトルに０．６ℓ入っ

ています。０．２ℓ飲みました。残りは何ℓでしょ

う。 

Ｔ：これは、何算になるでしょう。 

Ｃ：０．６ℓ入っていて、０．２ℓ飲んだから引き算で 

す。 

Ｔ：みんな式と答えは出ていますね。 

  ０．６－０．２=０．４ 

  ０．６は０．１が６こ、０．２は０．１が２こ 

ひいて、０．１が４こです。 

(練習問題へと) 

 

「ジュースをうつしかえると入れ物からあふ

れてしまうか。」と児童の意欲を喚起する課題

について、図を活用しながら自分の考えをしっ

かりと書かせる場を設定する。そのことを通し

て論理立てて説明する力を付けていきたい。 

本時では、「ジュースがペットボトルに 0.6ℓ

入っています。0.2ℓのみました。残りは何ℓで

しょう。」という練習問題を適応題として提示

した。この場合は、ひき算の問題になるが、

0.1 を何個分かで考えると、整数の計算と同じ

ように考えることができる。はじめの問題で、

共通理解した 0.1 が何個分かで考える方法を使

うと、ひき算でもできるということが理解でき

る。 

 

本時では、ジュースがあふれるか、あふれな

いかを判断し、その理由を書くことを表現する

場として設定した。そのための手がかりとし

て、マス図や線分図を使って、0.6 や 0.3 の大

きさを視覚的にとらえさせた。そのことが見通

しを持つことになる。ほとんどの児童が、あふ

れないだろうという予想を持った。それから、

式・答えを書いてから考え方を書く児童や、図

を書いてから説明する児童、言葉だけで説明す

る児童がいた。 

 ①0.1 の大きさを理解し、それのいくつ分と

して、考えることができているか。 

②小数の大きさや加減の計算などを、整数と

同じように考えることができているか。 

上記の２点について、小数の意味や仕組みから

説明できるようにすることで、理解を深めるよ

うにしていきたい。 
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◎図や線分図を使ってかさを求めよう 
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○ペットボトル・ジュース（実物） 

 

 

 

○マス図 

 

 

○線分図 
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